
広
報

1
Main Conn Contents

No.409

月 1日

米米米字舘岡地内））



広報にしごうNo.409 　　Ｈ１７．　１．　１

　

昨
年
は
、
イ
ラ
ク
復
興
支
援
派
遣
や
北
朝
鮮
問
題
、
大
型
台
風
上
陸
や
中
越
大
地
震
等
の
自
然
災
害
が
多
発
す
る
な
ど
、
暗
い
ニ
ュ
ー
ス
が

多
か
っ
た
中
で
、
ア
テ
ネ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
日
本
選
手
の
大
活
躍
な
ど
、
明
る
い
話
題
も
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
地
方
分
権
、
三
位
一
体
の
改
革
に
伴
い
、
地
方
財
政
事
情
は
厳
し
さ
が
増
す
も
の
と
懸
念
さ
れ
ま
す
。
同
時
に
克
服
す
べ
き
多
く
の
課

題
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
よ
り
一
層
気
を
引
き
締
め
て
対
応
し
て
参
り
ま
す
。

　

い
ま
、
日
本
は
国
の
内
外
に
お
い
て
、
多
く
の
課
題
を
抱
え
変
革
期
を
迎
え
て
お
り
ま
す
が
、
今
後
と
も
我
が
ふ
る
さ
と
の
山
河
は
、
変
わ

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

合
併
問
題
は
、
国
の
動
き
を
見
極
め
、
財
政
事
情
や
村
民
及
び
議
会
の
意
見
、
気
運
等
に
よ
り
、
単
独
で
の
行
政
運
営
が
許
さ
れ
な
い
状
況

が
生
じ
る
ま
で
は
、
現
在
の
か
た
ち
で
の
行
政
運
営
を
行
う
こ
と
と
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

昨
年
は
、「
子
供
安
全
見
守
り
隊
」
が
発
足
し
、
児
童
生
徒
の
登
下
校
時
等
の
安
全
確
保
、
ま
た
八
・
二
七
災
害
を
教
訓
と
し
た
道
水
路
改
修

や
防
災
訓
練
の
実
施
、
通
学
路
の
整
備
、
防
犯
灯
・
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
設
置
等
、
安
全
な
村
づ
く
り
は
着
々
と
進
ん
で
お
り
ま
す
。

　

七
十
歳
以
上
の
皆
様
に
対
し
、「
ち
ゃ
ぽ
ラ
ン
ド
に
し
ご
う
」
の
入
浴
無
料
化
や
保
育
所
定
員
の
増
員
、甲
子
ト
ン
ネ
ル
開
通
に
合
わ
せ
た
「
日

光
国
立
公
園
顔
づ
く
り
」
事
業
と
し
て
、
二
十
一
世
紀
型
の
観
光
産
業
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
現
在
取
り
組
み
中
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
村
営
宅
地
造
成
事
業
で
あ
り
ま
す
「
羽
太
グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
」
の
分
譲
販
売
も
す
で
に
五
割
を
超
え
ま
し
た
。
こ
の
中
を
通
り
、
国
道

二
八
九
号
線
を
結
ぶ
村
道
嫁
塚
線
が
今
年
四
月
に
開
通
し
、
併
せ
て
こ
れ
を
上
新
田
地
区
の
国
道
四
号
線
に
接
続
し
ま
す
。

　

教
育
行
政
に
つ
き
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
西
郷
第
二
中
学
校
の
環
境
施
設
整
備
、
西
郷
第
一
中
学
校
校
庭
用
地
を
確
保
致
し
ま
し
た
。

　

本
村
は
、
年
々
人
口
が
増
加
し
て
お
り
、
工
場
の
増
設
や
ホ
テ
ル
の
新
築
が
相
次
ぐ
な
ど
、
全
体
と
し
て
力
強
さ
も
増
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
私
た
ち
の
麗
し
き
ふ
る
さ
と
が
、
よ
り
豊
か
に
、
よ
り
住
み
よ
い
村
と
な
り
ま
す
よ
う
、
今
後
さ
ら
に
創
意
工
夫
を
重

ね
、
村
民
皆
様
方
の
ご
期
待
に
応
え
る
こ
と
が
出
来
ま
す
よ
う
、
決
意
を
新
た
に
渾
身
の
努
力
を
傾
注
す
る
覚
悟
で
あ
り
ま
す
の
で
、
従
前
に

も
勝
る
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
村
民
の
皆
様
が
幸
多
き
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま

し
て
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

西　

郷　

村　

長　
　

佐

藤

正

博

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

希
望
に
満
ち
た
平
成
十
七
年
の
新
春
を
迎
え
、
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を

心
か
ら
願
い
、
西
郷
村
に
と
り
ま
し
て
良
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
念
じ
て
お
り
ま

す
。

　

お
か
げ
さ
ま
で
皆
様
方
の
ご
理
解
・
ご
協
力
が
力
と
な
り
「
ふ
る
さ
と
に
活
力

と
笑
顔
を
」
を
目
指
し
努
力
し
て
参
り
ま
し
た
が
、
新
年
を
迎
え
一
段
の
躍
進
を

期
し
て
清
新
の
気
が
漲
る
の
を
覚
え
ま
す
。

　

今
日
、
社
会
や
経
済
の
状
況
は
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
を
し
て
お
り
ま
す
。
国
全
体
の
経
済
・
財
政
の
構
造
改
革
や
三
位
一
体
の
改
革
を
は
じ

め
と
す
る
国
と
地
方
の
役
割
の
見
直
し
、
あ
る
い
は
農
業
の
基
本
政
策
の
見
直
し
な
ど
、
農
村
を
取
り
巻
く
情
勢
は
ま
さ
に
大
変
革
の
時
に
あ

り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
長
引
く
景
気
低
迷
に
よ
り
地
域
経
済
も
景
気
の
回
復
は
輸
送
機
械
や
デ
ジ
タ
ル
機
器
な
ど
の
工
場
が
集
中
し
て
い
る
一
部
の
地
域

を
除
き
、
回
復
の
兆
し
は
見
え
ま
せ
ん
。
総
務
省
の
労
働
力
調
査
に
よ
り
ま
し
て
も
失
業
者
数
は
、
バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
約
二
倍
の
高
水
準
に
あ

り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
、
本
村
で
も
行
・
財
政
改
革
、
地
方
分
権
の
推
進
等
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
取
り
組
み
な
が
ら
、
村
民
の
皆
様
が
生
き
生
き

と
安
心
し
て
生
活
が
で
き
ま
す
よ
う
議
員
一
同
力
を
合
わ
せ
村
民
生
活
の
向
上
と
、
公
平
・
公
正
で
円
滑
な
議
会
運
営
に
努
め
て
参
り
ま
し
た
。

今
後
と
も
尚
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、「
国
際
こ
め
年
」
に
ふ
さ
わ
し
く
中
通
り
の
作
況
指
数
は
百
五
の
豊
作
と
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
今
年
は
、
福
島
県
が
独
自
に
地

方
振
興
局
ご
と
に
地
域
の
活
性
化
を
目
指
し
、
農
業
振
興
政
策
に
積
極
的
に
取
り
組
み
を
展
開
す
る
こ
と
な
ど
多
い
に
期
待
を
い
た
し
て
お
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

今
、
行
政
は
二
十
一
世
紀
に
ふ
さ
わ
し
い
シ
ス
テ
ム
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
収
入
の
大
宗
を
な
す
村
税
を
は
じ
め
、
地
方
交
付
税
の
伸

び
も
思
う
ほ
ど
期
待
で
き
な
い
現
下
で
は
、
限
ら
れ
た
財
源
で
い
か
に
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
低
下
さ
せ
な
い
よ
う
に
し
て
い
く
か
、
特
に
、
高
齢

化
社
会
に
向
け
た
施
策
は
、
幸
い
に
も
本
村
の
高
齢
化
率
は
県
下
で
最
も
低
く
十
六
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
に
あ
り
ま
す
が
、
い
ず
れ
は
少
子
高
齢

化
時
代
が
や
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
西
郷
村
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
と
の
整
合
性
を
図
り
な
が
ら
、
今
か
ら
介
護
を
受
け
な
い
た
め
の
健
康
づ
く

り
や
、
高
齢
者
の
精
神
的
な
部
分
に
力
点
を
お
い
た
施
策
を
精
査
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
住
民
の
価
値
観
も
多
様
化
し
て
お
り
ま
す
。

今
ま
で
の
先
入
観
を
捨
て
新
し
い
発
想
の
も
と
常
に
問
題
意
識
を
持
ち
、
内
外
の
諸
情
勢
の
変
化
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
応
用
さ
と
勇
気
と
使

命
感
を
も
っ
て
職
務
を
遂
行
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
住
民
等
し
く
情
報
が
共
有
で
き
る
よ
う
職
員
の
努
力
と
英
知
に
期
待

を
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

本
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
希
望
の
年
に
な
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

西
郷
村
議
会
議
長　
　

相

川

義

髙

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

平
成
十
七
年
の
輝
か
し
い
年
を
迎
え
、
議
会
を
代
表
し
ま
し
て
謹
ん
で
ご
あ
い

さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

村
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や
か
に
新
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
心

よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
日
頃
か
ら
村
政
に
対
す
る
暖
か
い
ご
理
解
と
絶
大
な
る
ご
協
力
を
賜
り

厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

謹んで新春のご祝詞を申しあげます
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今年は、「みちのく東北」に初のプロ野球が新規参入するなど一躍、脚光を浴びるよう
になりました。
　西郷村は、その「みちのくの玄関」として、高速交通網の発達により首都圏に一番近
い村として注目され躍進を続けていますが、村の近況を写真でお知らせします。

▲樹齢 350 年の笠松（谷地中地内）
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平成 5年 8 月生まれ

佐藤　大輔くん（川谷）

①ドッチボール大会で優勝

して全国大会に出場した

い。

②ふるさと探検隊に参加
し、他の学校の参加者と友達になれたこと。

③プラモデルの組立てが好きなのでおもちゃ屋さ

んで働いている。

④道路沿いを花いっぱいにしてきれいな村にして

ほしい。

①色々な村の行事やボラン

ティア活動に参加したい

です。

②ふるさと探検隊に入って
色々な体験ができたこと !

③しあわせにくらしているはずです !! 多分、バ

リバリ働いているはず !

④本がたくさんある新しい図書館。犯罪や事故の

ない村になってほしいです。

平成５年５月生まれ

角田香菜さん（後原）

　

今
年
、
西
郷
村
で
年
男
・
年
女
を
迎
え
ら

れ
る
方
は
約
一
、四
一
七
人
。

　
「
皆
さ
ん
が
一
年
を
健
康
で
元
気
に
過
ご

さ
れ
ま
す
よ
う
に
」
と
心
か
ら
願
い
、
酉
年

生
ま
れ
の
六
名
の
方
々
に
今
年
一
年
の
抱
負

な
ど
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

あ
な
た
は
、
ど
ん
な
年
に

し
た
い
で
す
か
？

生まれ年 男 女 計
平 成 5 年 116　 115　 231　
昭 和 56 年 127　 104　 231　
昭 和 44 年 144　 127　 271　
昭 和 32 年 146　 136　 282　
昭 和 20 年 87　 73　 160　
昭 和 8 年 62　 96　 158　
大 正 10 年 29　 49　 78　
明 治 42 年 2　 4　 6　

計 713　 704　 1,417　

西郷村の酉年生まれの人数
（平成 16 年 12 月 7 日現在）

①家族全員病気等せずに、

仕事も遊びも一生懸命や

りたい。

②大阪に家族旅行に行った

事や平凡ですけど友達と遊んでいる時。

③家族に囲まれ、明るく楽しい生活を送っていた

いです。

④村民の声を良く聞き、住みやすい遊びやすい、

自然の豊富な村になって欲しいです。

昭和 56 年 3 月生まれ

石井由美枝さん（柏野）

①絵を描くことが趣味なの

で、ホ－ムページを立ち

上げ、自分の作品を紹介

したい。
②感動する本にたくさん出会えたこと。

③生きることの楽しさを啓蒙できる、おじさんに

なっていたい。

④自然との調和に根ざした住環境整備、国道

289 号線の早期開通を望みます。

昭和 44 年 9 月生まれ

粟野　　洋さん（大平）

①家族全員の健康を考え仕

事にはりきりたいと思い

ます。

②夫婦であこがれのブルー
トレインに乗り北海道旅行（2月）にいった事。

③ 60 歳には見えないねと言われるように若々し

くありたいです。

④福島駅伝　村の部で優勝してほしいです。

昭和 32 年 12 月生まれ

緑川敦子さん（折口原）

①妻も同年なので夫婦で還

暦旅行・家庭菜園の有機

無農薬栽培に取り組む。

②家族全員で山形県の温海

温泉に一泊し、サクランボ狩りをしたこと、５

人の孫と一緒で特に楽しかった。

③自分は、カメラを手に、妻はスケッチブックを

持ってよい景色を散策している。

④自然環境を大切にすること。村内の幹線道路で

通学歩道がないところを整備する。

昭和 20 年７月生まれ

仁平　繁さん（熊倉）

　十二支の動物の中で、唯一の鳥類で

「酉
とり

」のあれこれ

す。昔は、農家の庭

先などで飼われてい

て、文字どおりの

「ニワトリ」でした。

現在では、養鶏が中

心となり、えさや水

を与えて飼っている

ことが多いので「ハ

コトリ」などと言わ

れています。

6 人への 4つの質問
①今年の抱負やチャレンジしてみ
たいことは？
②昨年楽しかったこと、うれし
かったことは？
③ 12 年後の酉年の自分を想像し
てみてください
④これからの村へ望むことは？
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受賞おめでとうございます

県
知
事
賞
佳
作

税
に
関
す
る
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

　

中
学
生
の
「
税
に
関
す
る
作
文
」
コ
ン
ク
ー

ル
の
入
賞
者
の
表
彰
式
が
十
一
月
十
七
日
に
西

郷
第
二
中
学
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
三
年
生
の

佐
藤
有
紗
さ
ん
が
県
知
事
賞
佳
作
を
受
賞
し
ま

し
た
。

　

県
内
で
は
、
百
五
十
二
校
か
ら
五
、七
一
八

点
の
応
募
が
あ
り
、
多
数
の
作
品
の
中
か
ら
選

ば
れ
ま
し
た
。
作
品
で
は
、
私
た
ち
の
生
活
を

支
え
て
い
る
税
の
大
切
さ
や
、
高
齢
化
社
会
に

お
け
る
税
の
果
た
す
役
割
の
重
要
性
に
つ
い
て

述
べ
て
お
り
、
中
学
生
の
皆
さ
ん
の
税
に
対
す

る
意
識
の
高
さ
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

西
郷
村
地
域
安
全
推
進
協
議
会
は
、

村
内
の
地
域
安
全
活
動
と
し
て
広
報
車

で
の
パ
ト
ロ
ー
ル
や
街
頭
活
動
、
別
荘

の
巡
回
、
家
屋
の
防
犯
診
断
を
行
っ
て

い
ま
す
が
、
村
内
の
中
学
生
た
ち
は
、

日
ご
ろ
何
を
感
じ
思
っ
て
い
る
の
か
を

直
接
聞
き
た
い
と
平
成
十
六
年
十
一
月

二
十
六
日
に
中
学
生
と
の
地
域
安
全
意

見
交
換
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

意
見
交
換
会
に
は
、
村
内
の
各
中
学

校
か
ら
校
長
先
生
と
代
表
者
二
名
が
参

加
し
地
域
安
全
推
進
協
議
会
運
営
委
員
と

白
河
警
察
署
生
活
安
全
課
長
の
計
三
十
名

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

村
内
の
中
学
生
が
日
ご
ろ
地
域
に
対

し
て
思
っ
て
い
る
事
や
安
全
な
村
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
な
考
え
を
持
っ
て
い
る

の
か
を
聞
く
た
め
に
地
域
安
全
意
見
交

換
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

中学生から見た村内の安全とは

中学生との地域安全意見交換会

　

地
域
安
全
推
進
協
議
会
か
ら
中
学
生

へ
の
質
問
は
、
七
つ
あ
り
、
あ
ら
か
じ

め
提
示
し
て
お
き
活
発
に
意
見
交
換
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
二
点
ほ

ど
紹
介
い
た
し
ま
す
。

中
学
生
の
意
見
を
聞
く
こ
と

Ａ　

大
人
の
マ
ナ
ー
が
悪
い
と
、
子

ど
も
ま
で
マ
ナ
ー
が
悪
く
な
っ
て
し

ま
う
の
で
、
大
人
が
し
っ
か
り
し
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

Ｑ　

中
学
生
の
皆
さ
ん
か
ら
見
て
親
・

大
人
た
ち
に
対
し
、
ど
の
よ
う
に
思
っ

て
い
ま
す
か
？
ま
た
、
大
人
の
マ
ナ
ー

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
思
っ
て
い
ま
す

か
。　

Ａ　

子
ど
も
に
注
意
す
る
立
場
の

大
人
が
、
禁
煙
な
ど
の
マ
ナ
ー
が
悪

か
っ
た
り
、
挨
拶
な
ど
が
で
き
な
い

ひ
と
が
い
る
の
で
大
人
と
し
て
の
自

覚
を
持
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

Ａ　

大
人
の
マ
ナ
ー
は
、
悪
い
と
思

い
ま
す
。
全
員
が
悪
い
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
信
号
な
ど
で
止
ま
っ

た
時
に
缶
や
ゴ
ミ
を
歩
道
に
捨
て
る

人
が
多
い
と
思
い
ま
す
。

　

地
域
安
全
推
進
協
議
会
の
長
谷

部
修
一
会
長
は
、
中
学
生
の
意
見

に
「
本
当
に
そ
の
と
お
り
だ
と
思

い
ま
す
。
今
後
そ
の
よ
う
な
こ
と

が
な
い
よ
う
に
、
大
人
と
し
て
気

を
つ
け
る
よ
う
私
た
ち
も
頑
張
り

ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
か
ら
も
当
協

議
会
で
は
、
い
ろ
い
ろ
な
手
段
で

地
域
安
全
運
動
に
取
り
組
み
ま
す

の
で
ご
協
力
く
だ
さ
い
」
と
意
見

交
換
会
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

Ｑ　

中
高
生
の
喫
煙
が
問
題
に
さ
れ
て

お
り
ま
す
が
皆
さ
ん
が
見
て
ど
う
思
い

ま
す
か
。

Ａ　

自
分
の
み
な
ら
ず
、
煙
に
よ
っ

て
他
人
に
も
迷
惑
が
か
か
る
し
、
吸

い
続
け
る
と
健
康
面
で
ど
ん
な
影
響

が
で
る
か
示
す
よ
う
に
す
れ
ば
良
い

と
思
い
ま
す
。

Ａ　

健
康
に
も
悪
い
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。
そ
し
て
、
自
分
だ
け
で
な

く
周
り
の
人
に
も
害
を
与
え
て
し
ま

う
。

　

退
任
民
生
・
児
童
委
員
に
対
す
る
厚
生
労

働
大
臣
感
謝
状
伝
達
式
が
十
二
月
六
日
、
村

長
室
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。　

　

民
生
・
児
童
委
員
は
、
生
活
な
ど
の
相
談

や
情
報
提
供
、
調
整
な
ど
を
行
う
地
域
で
一

番
身
近
に
い
る
相
談
者
で
す
。

　

今
回
退
職
さ
れ
る
八
名
は
、
住
民
の
立
場

に
立
っ
た
相
談
を
六
年
以
上
行
っ
て
い
た
だ

い
た
方
々
で
、
村
長
よ
り
お
礼
の
言
葉
と
と

も
に
感
謝
状
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

厚
生
労
働
大
臣
感
謝
状

　
　
　
　
　

   

伝 

達 

式

厚
生
労
働
大
臣
感
謝
状
授
与
者

（
敬
称
略
）

伊
藤
フ
ミ　
　

長
谷
川
求

遠
藤
榮
治　
　

佐
藤
ユ
キ
子

仁
平
ミ
ヤ
子　

相
川
一
二

蛭
田
國
廣　
　

鈴
木
公
子　

　平成 17 年 4 月 3 日 NHK ホールで開催される 2005 年全日本き

もの装いコンテスト世界大会に宮城千由紀さん（みずほ保育園保育

士）が出場します。

　宮城さんは、3年前から着付けを始め、昨年 11 月 7 日宮城県で

開催された東北大会の振袖の部で準女王に輝きました。
　競技は、鏡のない舞台で、短時間に着付

ける技術と着物に寄せる思いを語る 2 つ

の審査で行われます。

　現在、宮城さんは世界大会の出場に向

けて、着付け時間の短縮のため毎日練習を

行っています。 　　
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　国立那須甲子少年自然の家で、親子で楽しむ

「ウィークエンドファミリークラブ」が２日間

にわたり開催されました。

　わくわくクッキングでは、講師の指導のもと

西洋おせち作りに挑戦し、簡単ミートローフや

紅茶豚などを作りました。普段とは違った味を

親子で楽しみました。

ふるさと探検隊では、年末を控えてそば打ち・餅つき体験が

行われました。

　水まわしや練り、切り方にいたるまでの手順を教わり、み

んなおいしいそばを食べるために真剣な顔をのぞかせながら

そばを作っていました。他に餅つきもあり２つの手作りの味

を存分に楽しみました。

　羽太小学校で、ゴルファー協力緑化基金による

県内の社会公共施設の緑化をすすめる植樹が行わ

れました。植樹には、羽太小学校の代表児童が柏

の木など 82 本を植えました。教育長から、児童

に「緑を守り木を大切にして木と一緒に育ってく

ださい」と挨拶をしました。

    
　まきば保育園でお遊戯会が行われました。先

生と子供達で作った手作りの衣装を着て、たん

ぽぽ組によるアンパンマンの演技や、ゆり組に

よるプリキュアの踊りなど、かわいらしく上手

な演技に、我が子の成長に目を細めた保護者の

笑顔が印象的でした。お子さん達の成長がこれ

からも楽しみですね。

　郷の風夢工房による第 12 回「郷の風音楽会－

シルクロードの風を歌と踊りにのせて－」が文化

センターで行われました。中国ウイグル自治区か

らの留学生 9人で構成されたウイグルムジカアン

サンブルが出演し、民族衣装を着た演奏者や踊り

手が、伝統の歌や踊りを披露しました。

観客は、民族音楽に盛大な拍手を送っていました。

　みずほ保育園では、子どもたちによるもちつき

大会がありました。父母の会長、副会長さんがお

手伝いしてくれました。蒸したてのもち米を臼に

入れ、杵でつく様子に園児たちは、お米からお餅

ができるのを不思議そうに見ていました。千本杵

で自分たちが仕上げを行うと「やわらかい」、「ベ

タベタする」とはしゃぎながらも一生懸命ついて

いました。ついたお餅は、自分たちで丸めて、一

足早いお正月気分を味わっていました。
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  頼りすぎたかなと思うあなたに・・・

       はい

     いいえ

・テレビは家族がゆったりできる時間に。

・忙しいときは遠くから声をかけるだけでも。

・画面を見ながら会話をする。

テレビ・ビデオは親子で上手に使えば、見

たことのない動物・乗り物・聞いたことのな

い歌やお話など、子どもの世界が広がりま

す。一緒に見て、笑ったり、泣いたりそんな

親子のふれあいにうまく役立ててください。

１人で見せない工夫

（『パパとママの子育て講座』で、絵本の読み聞かせを取り
入れているワケ）
赤ちゃんの体の成長にミルクが必要なように、赤ちゃん

のことばと心を育むためには、あたたかなぬくもりの中で

優しく語り合う時間が大切です。

また赤ちゃんと向き合うそうしたひとときは、まわりの

大人にとっても心安らぐ楽しい子育ての時間になります。

ぜひ、育児の中に絵本を取り入れて、赤ちゃんと絵本を

「読む」のではなく、本を開いた時間の楽しさを「分かち

合う」瞬間を楽しんでください。

まずは、自分が絵本を好きになってください。

おひざにだっこのおはなしかい

日　時：毎月第２木曜日

　　　　　　am１０：３０～１１：００

場　所：西郷村文化センター　２階

　主　催：トークベアーズ

　・見せたい番組だけを選んで見せる。

　・長編のビデオはそばに置かない。

　・同じビデオの巻き戻しはほどほどに。

　　（30 分のビデオも２回見たら１時間）

　・数時間見る場合は、休み休み。

（昼と夜に分けるなど）

　・１日に１～ 2度は意識して外に出て。

　・全身や手遊びを使った遊びを。

いろいろな経験をさせる工夫

長時間見せない工夫

START!!

テレビやビデオ。すぐ、そばにあって、とっても便利！！

しかし、最近、テレビ視聴に関して注意を呼びかける記事

など、ちらほら見かけます。

そんなことを言っても、子どもはテレビやビデオを見るの

が大好き！！

　だからこそ、親としてどんな点に気をつければいいのか、

真剣に考えてみませんか？

① 乳幼児の早い時期からテレビやビデオを見せている。

② １回に２時間から６時間など連続して長時間見せている。

③ 大人の声かけなく一人で見せている。

④ 外遊びなどの身体を使った遊びが少ない。

・表情が乏しい。        ・友達関係を持ちにくい。

・「まね」「ごっこ」などができない。

・声を出したり、話をすることが少ない。

・視線が合いにくい。

　　

（ご自由に参加下さい）
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「
赤
渕
神
社
」

第
４
回

　

県
道
白
河
・
羽
鳥
線
を
白
河
か
ら
柏
野
方
面

に
向
か
い
、
下
柏
野
の
バ
ス
停
か
ら
阿
武
隈
川
に

向
か
っ
て
い
く
と
、
対
岸
に
石
の
鳥
居
が
見
え
ま

す
。
そ
の
鳥
居
を
く
ぐ
り
、
山
の
斜
面
に
設
け
ら

れ
た
石
段
を
登
る
と
三
間
四
方
程
度
の
平
場
が
あ

り
、
社
が
建
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
赤
渕
神
社
で

す
。『
白
河
風
土
記
』
に
は
「
赤
渕
明
神
社
」
と

あ
り
、
神
社
の
あ
る
山
の
下
に
深
い
淵
が
あ
り
、

そ
こ
に
赤
い
牛
が
住
ん
で
お
り
、
そ
れ
を
明
神
と

し
て
奉
っ
た
た
め
、村
の
名
前
が
「
赤
渕
」
と
な
っ

た
と
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
神
社
は
車
で
近
く
に
行
け
る
の
は
、
長

坂
橋
か
ら
左
折
し
、
水
田
地
帯
を
抜
け
た
山
裾
ま

で
、
そ
こ
か
ら
先
は
歩
い
て
向
か
い
ま
す
。

　

鳥
居
の
前
に
も
水
田
が
あ
り
、
田
う
な
い
を

し
て
い
る
農
家
の
人
に
ど
う
や
っ
て
こ
こ
ま
で
来

た
の
か
尋
ね
る
と
、
ト
ラ
ク
タ
ー
で
阿
武
隈
川
を

渡
っ
て
き
た
そ
う
で
す
。

　

現
在
は
機
械
で
す
が
、
昔
は
牛
や
馬
で
川
を

渡
っ
て
耕
作
を
し
て
い
た
と
考
え
る
と
、
昔
か
ら

の
生
活
の
一
端
を
垣
間
見
た
よ
う
な
気
が
し
ま
し

た
。

　

友
人
か
ら
こ
ん
な
電
話
を
も
ら
っ
た

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
「
久
し
ぶ
り

だ
な
、
元
気
か
。
と
こ
ろ
で
儲
か
る
話
が

あ
る
ん
だ
。
会
員
に
な
っ
て
商
品
を
売
れ

ば
高
額
所
得
も
夢
じ
ゃ
な
い
ん
だ
け
ど
、

や
っ
て
み
な
い
か
。」
販
売
組
織
に
入
れ

ば
、
収
入
を
得
ら
れ
る
ど
こ
ろ
か
こ
れ
ま

で
築
い
て
き
た
人
間
関
係
ま
で
崩
壊
さ
せ

か
ね
な
い
、
そ
れ
が
マ
ル
チ
商
法
で
す
。

マ
ル
チ
商
法

騙
し
の
テ
ク
ニ
ッ
ク

　

こ
の
事
業
は
、
村
内
に
住
所

の
あ
る
70
歳
以
上
、
ま
た
は
、

65
歳
以
上
で
身
体
障
が
い
者
手

帳
１
・
２
級
を
持
っ
て
い
る
高

齢
者
の
方
が
、
指
定
の
施
術
所

で
、
鍼
、
灸
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
等

を
受
け
た
と
き
、
施
術
料
金
の

一
部
を
助
成
す
る
も
の
で
す
。

　

助
成
す
る
額
は
、
月
額
一
千

円
で
す
。

　

ご
希
望
の
方
は
、
誕
生
日

を
迎
え
て
満
70
歳
ま
た
は
65
歳

（
障
が
い
者
の
場
合
）
に
な
り

ま
し
た
ら
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ

ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。　
　

　

申
請
は
、
随
時
受
け
付
け
て

お
り
ま
す
。

「はり・灸・マッサージ助成事業」

■問合せ──
　健康推進課 地域福祉係（保健福祉センター内）

　　☎25-3910　�suishin@vill.nishigo.fukushima.jp

ア
ド
バ
イ
ス

だ
ま
さ
れ
な
い

悪
徳
商
法

も  

う

問合せ
●商工観光課
●福島県消費生活センター
☎ 024-521-0999

シリーズ⑩─

シリーズ⑩

　

十
一
月
二
十
六
日
、
西
郷
村
防
犯
連
絡
協
議
会
は
、
村
内
の
中

学
生
全
員
に
自
転
車
用
ワ
イ
ヤ
ー
錠
（
六
二
二
本
）
を
贈
呈
し
ま

し
た
。
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
贈
呈
式
で
は
、
協
議
会
の
近

藤
徹
熊
倉
分
会
長
、
鈴
木
義
則
小
田
倉
分
会
長
、
山
下
栄
光
甲
子

高
原
分
会
長
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
中
学
校
の
代
表
者
に
手
渡
し
ま
し

た
。

　

贈
呈
後
に
西
郷
第
一
中
学
校
の
大
倉
香
織
さ
ん
が
代
表
し
て

「
大
切
に
ワ
イ
ヤ
ー
錠
を
使
い
ま
す
」
と
お
礼
の
言
葉
を
述
べ
ま

し
た
。

　

新
白
河
駅
で
の
自
転
車
の
盗
難
を
無
く
す
ツ
ー
ロ
ッ
ク
運
動
を

推
進
し
て
き
た
協
議
会
で
は
、
中
学
生
の
う
ち
か
ら
ツ
ー
ロ
ッ
ク

の
習
慣
を
身
に
付
け
て
も
ら
い
、
自
転
車
を
盗
難
か
ら
防
ご
う
と

い
う
主
旨
で
実
施
さ
れ

た
も
の
で
す
。

　

協
議
会
で
は
、
今
後

定
期
的
に
ワ
イ
ヤ
ー
錠

を
贈
呈
し
、
村
か
ら
自

転
車
盗
難
が
無
く
な
る

よ
う
に
更
な
る
運
動
を

展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　村が指定する施術所
■報徳治療院
■林鍼灸院
■横川はりきゅう治療院
■佐々木　優（出張）
■はぶと治療院
■安斎治療院
■愉楽堂
■指圧ﾘﾗｸｾﾞｰｼｮﾝしらかわ
■マッサージ治療院　命門

村
内
の
中
学
生
に
自
転
車
用
ワ
イ
ヤ
ー
錠
を
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成
人
お
め
で
と
う
！

　
　
　
　

二
十
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

　

成
人
式
を
迎
え
ら
れ
る
皆
さ
ん
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
は
「
年
金
」
の
仕
組
み
に
つ
い
て

ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

　

日
本
で
は
、
国
内
に
住
む
二
十
歳
か
ら

六
十
歳
ま
で
の
現
役
世
代
が
、
六
十
五
歳
以

上
の
先
輩
た
ち
の
老
後
を
支
え
る
「
公
的
年

金
制
度
」
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。　

　

二
十
歳
か
ら
六
十
歳
ま
で
の
方
は
、
必
ず

公
的
年
金
に
加
入
し
、
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
が
義
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。
二
十
歳
に
な

っ
た
皆
さ
ん
も
、
厚
生
年
金
や
共
済
年
金
に

加
入
し
て
い
る
方
を
除
き
、
成
人
の
責
任
と

し
て
、
国
民
年
金
へ
の
加
入
手
続
き
を
忘
れ

ず
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
国
民
年
金
に
は
、
保
険
料
の
支
払

い
が
困
難
な
場
合
、
申
請
に
よ
り
保
険
料
が

免
除
さ
れ
る
制
度
や
、
学
生
の
場
合
は
保
険

料
を
後
払
い
に
で
き
る
納
付
特
例
の
制
度
が

あ
り
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
方
は
こ
の
申

請
も
忘
れ
ず
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

公
的
年
金
は
、
老
後
の
保
証
だ
け
で
な

く
、
万
一
の
場
合
、
障
害
や
死
亡
に
対
す

る
保
証
も
し
て
い
ま
す
。

　

社
会
を
支
え
る
一
員
と
し
て
、
公
的
年

金
へ
の
加
入
、
保
険
料
納
付
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
問
合
せ　

福
島
社
会
保
険
事
務
局
年
金
課

　
　
　

☎
０
２
４
｜
５
２
６
｜
０
２
３
５

国
民
年
金
の

第
一
号
被
保
険
者
の
皆
様
へ

　

国
民
年
金
基
金
は
、
国
民
年
金
保
険
料
を

納
め
て
い
る
方
が
国
民
年
金
に
プ
ラ
ス
し
て

年
金
を
受
け
取
る
た
め
の
公
的
な
年
金
制
度

で
す
。
ご
加
入
さ
れ
た
方
に
は
、
税
制
な
ど

の
面
で
も
様
々
な
特
典
が
あ
り
ま
す
。

◎
国
民
年
金
基
金
の
特
徴

　

①
掛
金
は
、
将
来
も
一
定
で
す
。

　

②
受
け
取
る
年
金
額
は
、
口
数
で
自
由

　
　

に
設
定
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

③
掛
金
は
、
全
額
社
会
保
険
料
控
除
対

　
　

象
に
な
り
、
所
得
税
や
住
民
税
な
ど

　
　

が
軽
減
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
受
け
取 

　
　

る
年
金
も
公
的
年
金
控
除
の
対
象
に

　
　

な
り
ま
す
。

　

④
年
金
は
、
一
生
涯
受
け
取
れ
ま
す
。

■
問
合
せ　

福
島
県
国
民
年
金
基
金

　
　
　

☎
０
１
２
０
｜
６
５
｜
４
１
９
２

れ
ま
せ
ん
。

①
平
成
16
年
12
月
診
療
分
以
前
の
も
の
。

②
一
部
負
担
金
の
額
が
月
２
１
，
０
０
０

　

円
以
上
の
も
の
。

③
白
河
市
内
及
び
西
白
河
郡
内
の
医
療
機

　

関
等
以
外
で
受
診
し
た
も
の
等
。

・
転
出
、
対
象
年
齢
到
達
等
に
よ
り
、　

乳
幼
児
医
療
費
受
給
資
格
を
喪
失
し
た
と

き
は
、
速
や
か
に
受
給
者
証
を
乳
幼
児
医

療
費
助
成
担
当
課
窓
口
へ
返
還
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
加
入
保
険
に
変
更
が
生
じ

た
場
合
に
は
、
変
更
届
け
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

健
康
推
進
課

　
恩
給
欠
格
者
、
引
揚
者
の
皆
様
へ

　

独
立
行
政
法
人
平
和
祈
念
事
業
特
別
基

金
で
は
、
次
の
方
々
に
内
閣
総
理
大
臣
名

の
書
状
等
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

○
旧
軍
人
等
で
恩
給
を
受
け
て
い
な
い
恩

　

給
欠
格
者
の
方

○
終
戦
に
伴
い
本
邦
以
外
の
地
域
か
ら
引

　

揚
げ
て
こ
ら
れ
た
方

○
な
お
、
引
揚
者
の
請
求
期
限
は
平
成
17

　

年
３
月
31
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。

※
請
求
書
類
は
、
健
康
推
進
課
の
窓
口
に

　

お
い
て
あ
り
ま
す
。

■
問
合
せ　

独
立
行
政
法
人
平
和
祈
念
事

　

業
特
別
基
金

　
　
　

☎
０
１
２
０
｜
２
３
４
｜
９
３
３

　　　
　

�http://w
w
w
.heiw

a.go.jp

　

健
康
推
進
課　

地
域
福
祉
係

２
０
０
５
年
農
林
業
セ
ン
サ
ス

　

農
林
水
産
省
で
は
、
平
成
17
年
2
月
１

日
現
在
で
、「
２
０
０
５
年
農
林
業
セ
ン
サ

ス
」
を
実
施
し
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
我

が
国
の
農
林
業
・
農
山
村
地
域
の
実
態
を

明
ら
か
に
す
る
最
も
基
本
的
な
調
査
で
す
。

　

１
月
中
旬
か
ら
調
査
員
が
農
林
業
関
係

者
の
方
々
を
訪
問
し
て
、
調
査
票
に
農
林

業
の
経
営
状
況
な
ど
の
記
入
を
お
願
い
し

ま
す
。　

　

調
査
票
に
記
入
さ
れ
た
事
項
に
つ
い
て

は
、
統
計
以
外
の
目
的
に
は
使
用
さ
れ
ま

せ
ん
の
で
、
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
合
せ　

企
画
調
整
課

消
費
税
が
変
わ
り
ま
し
た

   

個
人
事
業
者
は
平
成
17
年
分
か
ら
（
法
人

は
平
成
16
年
４
月
１
日
以
後
開
始
す
る
課
税

期
間
か
ら
）
次
の
よ
う
に
変
わ
り
ま
し
た
。

①
事
業
者
免
税
点
の
上
限
が
、
三
千
万
円

　

か
ら
一
千
万
円
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。

②
簡
易
課
税
制
度
の
適
用
上
限
が
、
２
億

　

円
か
ら
五
千
万
円
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま

　

し
た
。

③
「
消
費
税
課
税
事
業
者
届
出
書
」
の
提

　

出
が
必
要
で
す
。

④
消
費
税
の
申
告
及
び
納
付
が
必
要
で
す
。

⑤
消
費
税
法
に
基
づ
く
帳
簿
の
記
載
や
請

　

求
書
の
保
存
が
必
要
で
す
。

※
③
〜
⑤
は
（
基
準
期
間
に
お
け
る
課
税

売
上
高
が
一
千
万
円
を
超
え
る
）

消
費
税
の
課
税
事
業
者
と
な
る
個
人
事
業

者
や
法
人
が
対
象
。

※
基
準
期
間
と
は
、
そ
の
前
々
年
度
を
い

い
、
法
人
に
つ
い
て
は
そ
の
事
業
年
度
の

前
々
事
業
年
度
を
い
い
ま
す
。
し
た
が
っ

て
、
個
人
事
業
者
の
平
成
17
年
分
の
基
準

期
間
は
平
成
15
年
分
、
事
業
年
度
が
１
年

で
あ
る
法
人
の
平
成
17
年
３
月
決
算
分
の

基
準
期
間
は
平
成
15
年
３
月
決
算
分
と
な

り
ま
す
。

■
問
合
せ　

白
河
税
務
署

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
２
２
｜
７
１
１
１

体
育
協
会
表
彰
受
賞
候
補
者
の

推
薦

　

西
郷
村
体
育
協
会
で
は
、
平
成
16
年
１

月
17
日
か
ら
平
成
17
年
１
月
14
日
ま
で
に

ス
ポ
ー
ツ
等
で
活
躍
さ
れ
ま
し
た
個
人
・

団
体
に
対
し
ま
し
て
、
表
彰
状
を
授
与
し

て
お
り
ま
す
。

●
対
象
者

　
　

西
郷
村
体
育
協
会
表
彰
規
定
及
び
表

１
月
10
日
は
「
１
１
０
番
の
日
」

　
●
１
１
０
番
の
通
報

　
　

県
内
か
ら
の
１
１
０
番
通
報
は
、
全

　

て
福
島
市
の
警
察
本
部
通
信
指
令
室
に

　

つ
な
が
り
ま
す
。

●
お
願
い　

　
　

１
１
０
番
通
報
は
、
緊
急
用
電
話
で

　

あ
り
、
緊
急
で
な
い
相
談
や
照
会
等
は
、

　

相
談
ダ
イ
ヤ
ル
「
♯
９
１
１
０
」
ま
た　

　

は
、最
寄
り
の
警
察
署
に
か
け
て
下
さ
い
。

■
問
合
せ　

白
河
警
察
署

　

☎
０
２
４
８
｜
２
３
｜
０
１
１
０

乳
幼
児
医
療
費
助
成
制
度
が
変

わ
り
ま
す

・
平
成
17
年
１
月
診
療
分
か
ら
は
、
白
河

市
内
及
び
西
白
河
郡
内
の
医
療
機
関
等
を

受
診
す
る
場
合
、
受
給
者
証
を
提
示
す
る

だ
け
で
窓
口
で
の
一
部
負
担
金
を
支
払

う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
受
給

者
証
を
窓
口
に
提
出
し
て
い
た
だ
か
な
い

と
、
負
担
金
が
生
じ
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
保
険
適
用
外
に
つ
い
て

は
、
従
来
ど
お
り
負
担
が
あ
り
ま
す
。

・
な
お
、
次
の
場
合
に
お
い
て
は
従
来
ど

お
り
「
乳
幼
児
医
療
費
助
成
申
請
書
」
の

提
出
が
な
い
と
医
療
費
の
助
成
は
受
け
ら

各課直通電話番号

●歯科医　休日当番日
  1. ９ 早 坂 歯 科 医 院（白河市）☎ 24-6480
  1.10 は や し 歯 科 医 院（白河市）☎ 24-1818
  1.16 古市歯科クリニック（中島村）☎ 52-2894
  1.23 ほ ず み 歯 科 医 院（白河市）☎ 22-7211
  1.30 まるやま歯科医院（白河市）☎ 23-9146

●今月の納税

村 県 民 税（第４期）
国民健康保険税（第７期）
介 護 保 険 料（第７期）

１月 31 日（月）までにお納めください。
※納税は便利な口座振替で

課局室名 電話番号 課局室名 電話番号
総 務 課 25-1112 企 画 調 整 課 25-2943
税 務 課 25-1113 下  水  道  課 25-2912
住民生活課（住　   　民） 25-1114 会 計 室 25-2934

（防災交通・生活環境） 25-2197 議 会 事 務 局 25-2980
行政サービスセンター 31-2237 農業委員会事務局 25-2946
健康推進課（保健・国保） 25-1115 西郷村土地改良区 25-1116

（地域福祉・介護保険） 25-3910 学 校 教 育 課 25-2370
在宅介護支援センター 25-5121 学校給食センター 25-1256
商 工 観 光 課 25-2910 生 涯 学 習 課 25-2371
農 政 課 25-1116 水 道 事 業 所 25-2962

建 設 課
25-1117
25-1118 代 表 25-1111

●小児科医　休日当番日（白河地区）
  1. ９ 樋口小児クリニック（矢吹町）☎ 42-2040
  1.10 みうら小児クリニック（白河市）☎ 28-1001
  1.16 おかざきクリニック（白河市）☎ 23-2551
  1.23 岡崎小児科内科医院（白河市）☎ 23-7611
  1.30 関 医 院（白河市）☎ 23-3003

●内科医　休日当番日（白河地区）
  1. ９ ありがクリニック（白河市）☎ 21-1311
  1.10 宇都宮クリニック（白河市）☎ 31-1570
  1.16 大 高 内 科 胃 腸 科（白河市）☎ 24-1456
  1.23 片 倉 ク リ ニ ッ ク（白河市）☎ 27-2770
  1.30 かねこクリニック（西郷村）☎ 24-3111

※電話案内　しらかわ救急情報センター　☎ 23-9909
（看護師が電話にて当番医の紹介や当番医以外の専門医等の紹介や
場所の案内をします。）
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彰
基
準
に
該
当
あ
る
方

■
問
合
せ

　

生
涯
学
習
課
（
文
化
セ
ン
タ
ー
内
）

落
語
鑑
賞
会

●
日
時　

１
月
15
日
㈯　

18
時
よ
り

●
場
所　

西
郷
村
文
化
セ
ン
タ
ー

●
出
演
者　

鈴
々
舎
馬
風
ほ
か

●
入
場
券　

１
枚
５
０
０
円

■
問
合
せ　

　

生
涯
学
習
課
（
文
化
セ
ン
タ
ー
内
）

村
民
ス
キ
ー
・

　
　
　
　

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
教
室

●
日
時　

１
月
29
日
㈯　

●
場
所

　

グ
ラ
ン
デ
ィ
羽
鳥
湖
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト

●
定
員　

30
名

●
対
象
者

　

西
郷
村
民
及
び
村
内
に
職
を
有
す
る
方

　

小
学
生
以
上

●
参
加
料　

大　

人　

３
、５
０
０
円

　
　
　
　
　

中
学
生　

３
、０
０
０
円

　
　
　
　
　

小
学
生　

２
、５
０
０
円

　
（
保
険
料
含
む
、
リ
フ
ト
券
代
含
む
）

■
申
込
み
・
問
合
せ

　

１
月
21
日
㈮
ま
で
に
料
金
を
添
え
て
左

　

記
ま
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

生
涯
学
習
課
（
文
化
セ
ン
タ
ー
内
）

第
32
回
村
民
ス
キ
ー
・

　
　
　
　

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
大
会

●
日
時

　

２
月
13
日
㈰　

※
延
期
し
ま
せ
ん
。

●
会
場

　

グ
ラ
ン
デ
ィ
羽
鳥
湖
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト

●
参
加
資
格

　

西
郷
村
民
及
び
村
内
に
職
を
有
す
る
方

　

小
学
生
以
上

●
参
加
料　

１
人　

１
、０
０
０
円

　
（
保
険
料
含
む
、
リ
フ
ト
代
自
己
負
担
）

■
申
込
み
・
問
合
せ

　

２
月
４
日
㈮
ま
で
に
料
金
を
添
え
て
左

　

記
ま
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

生
涯
学
習
課
（
文
化
セ
ン
タ
ー
内
）

地
域
づ
く
り
サ
ポ
ー
ト
事
業

　

地
域
づ
く
り
サ
ポ
ー
ト
事
業
は
、
地
域

づ
く
り
活
動
を
実
施
し
て
い
る
団
体
等
が

行
う
地
域
づ
く
り
活
動
を
支
援
す
る
県
の

補
助
制
度
で
す
。

　

現
在
、
福
島
県
県
南
地
方
振
興
局
で

は
、
県
南
地
方
の
地
域
づ
く
り
団
体
等
を

対
象
と
し
て
、
17
年
度
第
１
次
募
集
を
行

っ
て
お
り
ま
す
。

●
対
象
事
業

　

①
広
域
的
で
、
そ
の
地
域
に
と
っ
て
先

　
　

進
的
な
事
業
（
新
た
な
取
り
組
み
）

　
　

で
あ
る
こ
と
。（
活
動
内
容
の
ジ
ャ

　
　

ン
ル
は
問
い
ま
せ
ん
。）

　

②
補
助
対
象
事
業
が
、
原
則
と
し
て
50

　
　

万
円
以
上
で
あ
る
こ
と
。

●
補
助
率
等

　

補
助
率
は
原
則
と
し
て
補
助
対
象
事
業

　

費
の
３
分
の
２
以
内
で
、
補
助
金
上
限

　

額
は
500
万
円
で
す
。

●
締
切　

１
月
31
日
㈪

■
問
合
せ　

福
島
県
県
南
地
方
振
興
局

　

地
域
づ
く
り
・
商
工
労
政
グ
ル
ー
プ

　

☎
０
２
４
８
｜
２
３
｜
１
５
４
６

　

企
画
調
整
課

２
等
陸
・
海
・
空
士
（
男
子
）

追
加
募
集

●
募
集
人
数　

約
40
名
（
陸
・
海
・
空
合

　

計
）

●
受
験
資
格　

平
成
17
年
４
月
１
日
現
在

　

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
男
子

●
締
切　

１
月
25
日
㈫

●
試
験
期
日　

１
月
29
日
㈯

■
問
合
せ　
　

福
島
地
方
連
絡
部

◎
西
郷
村
に
寄
付
さ
れ
た
方
々
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

▼
小
針
好
栄
さ
ん　
　
　
　
　
【
米
】

　
（
11
月
26
日
、
故
小
針
シ
イ
氏
の
遺
志

　

と
し
て
福
祉
事
業
の
た
め
）　

　
　
　
　
　
　
　
　

一
〇
〇
、〇
〇
〇
円

▼
有
限
会
社
フ
ラ
ワ
ー
ワ
ー
ル
ド

　

代
表
取
締
役　

和
知
繁
蔵
氏

　
（
11
月
29
日
、
子
ど
も
た
ち
の
情
操
教

　

育
向
上
の
た
め
）　

　

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
球
根　

五
、〇
〇
〇
個

▼
家
畜
改
良
セ
ン
タ
ー
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

　

実
行
委
員
長　

南
波
利
昭
氏

　
（
12
月
７
日
、
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
時
の
収

　

益
金
に
よ
る
寄
付
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
〇
、〇
〇
〇
円

▼
山
縣
民
敏
さ
ん　
【
東
京
都
調
布
市
】

　
（
12
月
８
日
、
村
の
環
境
事
業
の
た
め
）

　
　
　
　
　
　

一
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円

　

☎
０
２
４
｜
５
４
６
｜
１
９
１
９
〜
２
１

　

白
河
募
集
事
務
所

　

☎
２
４
｜
０
３
７
２

　

住
民
生
活
課



　Ｈ１７．　１．　１

日 月 火 水 木 金 土
1元旦

2 3 4官庁仕事始め 5 6 7 8
村民新年会（11:00
サンルート白河）

9
消 防 団 出 初 式
（8:00 熊倉小校庭）
平成 16 年度西郷
村成人式（10:00
文化センター）

10成人の日 11
小中学校第３学期
始業式（各小中学
校）
心配ごと相談会
（13:00 高齢者生活
支援センター）

12
パパとママの子育
て講座 ( ２ヵ月児 )
（9:30 保健福祉セ
ンター）
西郷村交通安全祈
願祭（11:00 鹿嶋
神社）

13
12 ～ 13 ヵ月児健
康相談（9:30 保健
福祉センター）
母子手帳交付・健
康相談（13:00 保
健福祉センター）

14 15
落語鑑賞会（18:00
文化センター）

16 17
村立幼稚園始業式
（村立西郷幼稚園）
平成 17 年度児童
クラブ入会登録申
請受付（14:30 小
田倉児童クラブ）

18
平成 17 年度児童
クラブ入会登録申
請受付（14:30 熊
倉児童クラブ）

19
平成 17 年度児童
クラブ入会登録申
請受付（14:30 米
児童クラブ）

20
４ヵ月児健康診査
（13:00 保健福祉セ
ンター）

21 22
ふるさと探検隊
（7:00 グランディ
羽鳥湖スキーリゾ
ート）

23
文化財防火デー防
火訓練（9:00 下新
田・子安観世音堂）

24
行政相談所（13:30
文化センター）

25
個 別 健 康 教 育
（9:00 保健福祉セ
ンター）
心配ごと特別相談
会（13:00 高 齢 者
生活支援センター）

26 27
歯科クリニック
（幼児 13:00、６才
児 13:45 保健福祉
センター）
母子手帳交付・健
康相談（13:00 保
健福祉センター）

28 29
村民スキー・ス
ノーボード教室
（7:00 グランディ
羽鳥湖スキーリゾ
ート）

30 31

2005 年 1 月
January

●今月の顔────
もちつき大会（まきば保育園）

に参加した子どもたちです。

★県南地域の主な行事です (NPO 法人カルチャーネットワーク提供）

・１/4　新春御神楽ショー（きつねうち温泉 10:00・15:00）
・1/8 ～ 30　ふるさとの作家絵画展（矢吹町ふるさとの森
芸術村 9:00 月・祝翌日（休））

・1/9　あそびの学校「だるまおとしの絵つけ」（ジャスコ
白河西郷店 13:00 受付）

・1/13　おはなしのくに（白河市立図書館 15:30）

・1/16　新春歌謡交流会（白河市文化センター 8:30）
・1/21　絵で見るお話の会（中山義秀記念文学館 19:00）
・1/22　石器づくり（まほろん 10:00）
・1/22　子供映画祭（矢吹町文化センター 10:30）
・1/29 ～ 30　第５回「母と子の野外教室」（那須甲子少年
自然の家 13:00 受付）

行事
レカ ンダー



　

た
い
よ
う
っ
て
な
に
で
で
き
て
い
る
の
か
な

　

ま
ぶ
し
い
た
い
よ
う

　

雨
が
ふ
る
と
き
も
あ
る
け
ど

　

あ
つ
い
と
き
も
あ
る

　

わ
た
し
た
ち
を
ま
も
っ
て
く
れ
て
い
る
の
か
な

　

や
っ
ぱ
り
た
い
よ
う
は
い
い
な

担
任
の
黒
田
茂
美
先
生
か
ら
一
言

担
任
の
山
岸　

実
先
生
か
ら
一
言 

担
任
の
高
橋
朋
巳
先
生
か
ら
一
言 

人口と世帯数（12月 1日現在）人口 19,395 人（前月比 +30）男 9,747 人（+10）女 9,648 人（+20）世帯数 6,074 戸（+22）

　

行
っ
て
み
た
い
と
こ
ろ
を
想
像
し
て
描
き
ま
し

た
。
星
の
世
界
の
遊
園
地
で
楽
し
く
遊
ん
で
い
る

様
子
が
表
れ
て
い
ま
す
。
色
も
と
っ
て
も
き
れ
い

で
す
。

　

自
然
の
恵
に
つ
い
て
、
感
じ
た
こ
と
を
書
き
ま

し
た
。
普
段
な
か
な
か
気
付
か
な
い
よ
う
な
と
こ

ろ
に
目
を
向
け
て
、
素
直
に
気
持
ち
を
表
現
で
き

ま
し
た
ね
。

　

漢
字
と
平
仮
名
の
筆
使
い
の
違
い
に
気
を
つ
け

て
書
き
ま
し
た
。
丸
み
の
あ
る
優
し
い
感
じ
が
よ

く
表
れ
て
い
る
す
ば
ら
し
い
作
品
で
す
。

・発行/西郷村　・編集/企画調整課　〒961-8501　福島県西白河郡西郷村大字熊倉字折口原40　☎(0248)25-1111（代表）

・アドレス　  http://www.vill.nishigo.fukushima.jp/　　・E-mail　  kikaku@vill.nishigo.fukushima.jp 古紙配合率 100％再生紙を使用しています。

図
画

詩

書

川
谷
小
学
校
一
年

　
　
　

八

島

彩

華

川
谷
小
学
校
二
年

　
　
　

佐

藤

明

音

川
谷
小
学
校
三
年

　
　
　

柳

沼

彩

貴

（
村
内
の
小
・
中
学
校
の
児
童
や
生
徒
の
み
な
さ
ん
の
作
品
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。）


